
こ
の
ニ
ケ
月
間
は
延
滞
整
理
実
 

施
期
間
と
し
て
払
込
み
の
遅
れ
 

て
い
る
方
に
は
強
力
に
整
理
を
 

進
め
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
 

よ
り
同
年
十
二
月
三
十
一
日
 

ま
で
 

コ
．
4
1

い
ー
こ
ん
ど
五
所
叫
涼
市
杜
会
福
祉
「
舞
 

に
た
」
」
と
は
蓄
麟
会
（
割
雪
田
桓
一
氏
～
｛
護
直
唯
躍
会
晴
嶋
の
激
変
う
け
て
実
施
サ
る
も
の
で
あ
り
 

①
《
償
還
金
の
払
込
期
日
励
行
 

離
誘
織
総
購
逮
 

れ
ず
に
お
払
込
み
願
い
ま
す
 

③
 
延
滞
整
理
実
施
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
 

す
か
ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す
。
 

地
方
公
共
団
体
（
市
役
所
）
に
．
『
失
業
対
策
事
業
」
は
失
業
者
 

事
業
と
し
て
は
非
常
に
事
業
毅
 

果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た

o就
労
．
 

者
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
 

こ
共
に
臓
に
遺
《
同
御
袖
奉
熱
一
か
青
森
放
驚
一

mは
つ
昭
，
二
十
ニ
咋
十
二
月
ま
す
。
 
ー
 

ソ
ま
す
。
 
』
命

m 昂
竺
の
話
し
合
い
で
 
総
司
冷
部
か
ら
旧
本
吸
府
に
潜
「
失
製
対
策
柳
業
』
は
更
に
こ
 

対
し
て
国
で
は
労
力
費
、
事
務
に
対
し
て
就
労
の
機
会
を
与
え
 

費e三
分
の
二
資
材
費
の
二
分
る
こ
と
を
随
一
の
目
的
と
す
る
 

住
宅
金
融
公
庫
 

仙
 
台
 
支
 
所
 

「
次
噴
幡
ゆ
繊
喋
護

t 柳
電
独
濯
難
臓
凱
れ
推
獲
潰
備
鷺
師
移
「
」
淑
」
一
」
携
溌
停
操
協
「
と
加
御
の
割
劇
相
即
血
刈
か
寅
か
い
？
ケ
ソ
）
樋
い
加
知
“
麟
れ
 

鎧
結
注
で
姦
務
轟
譲
験
響
）
麗
鷺
「
画
鯵
務
縄
譲
麟
鍵
』
講
薄
ぬ
認
織
藻
驚
響
舞
濃
撒
懲
器
屍
鉛
）
失
業
対
策
事
業
」
一
 

以
の
建
で
直
い
【
い
い
引
ろ
に
一
豪
庭
、
事
県
場
魂
博

m喝
議
琉
濃
転
喧
鷲
対
策
事
奮
に
区
分
さ
れ
 

迫
に
あ
え
ぐ
地
方
公
共
団
体
に
ま
で
の
暫
定
措
置
で
あ
り
ま
ず
 

計
画
は
就
労
延
人
員
一
二
、
三
 

一
欝
覇
繋
難
一
一
難
難
醗
鷺
慧
難
麟
繊
難
麟
繊
議
繊
難
一
一
一
 

一
 
国
青
年
大
会
に
 

ー
 
と
し
も
本
市
が
優
秀
賞
ー
 

縄
贈
る
ニ
舞
鋒
鷺
鰭
野
蒙
一
」
「
水
」
還
声
津
津
一
し
て
相
精
警
畿

m能
の
業
器
難
象
舞
護
裁
薩
饗
繕
ほ
編
 

誌
戴
讐
り
鯛
鍛
熱
繍
麟
難
麓
鳶
」
一
競
繊
薫
ら
慧
繊
鐘
羅
」
粉
締
輪
鋳
謙
瀦
灘
熱
嚇
 

叩
い
た
し
て
お
ど
周
決
定
庭
し
た

o
 

僕
「
後
多
数
の
発
生
が
予
想
さ
 

五
〇
〇
米
、
砂
利
敷
一
三
、
一
一
 

れ
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
 

才
末
た
す
「
あ
い
運
動
の
一
 

三
〇
米
路
面
補
修
二
〇
、
〇
〇
 

業
封
策
事
業
 

そ
こ
で
政
府
は
こ
の
戴
問
 

第
七
回
全
国
青
年
大
会
に
青
森
 
二
等
海
士
 
約
 
ニ
五

O名
 

離
駐
暴
嬬
投
ス
五
一
」
一
「
難
格
約
七
五
〇
名
 

四
、
採
用
時
期
 

二
等
陸
、
海
、
空
土
共
昭
和
 

三
十
四
年
三
月
下
旬
 

五
、
受
付
期
間
 

叩
謬
難
奪
覇
一
肝
 

十
四
日
ま
で
 

六
、
試
験
期
日
 

昭
和
三
十
四
年
一
月
ニ
十
日
 

よ
り
ニ
月
五
日
ま
で
の
内
一
 

日
行
な
い
ま
す
。
 

以
上
二
士
自
衛
官
募
集
要
領
で
 

あ
り
ま
す
が
志
願
に
つ
い
て
不
 

明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
 

所
市
民
課
迄
お
い
で
下
さ
い
。
 

・

”
と
し
て
隼
一
・
し
、
み
ん
な
で
 

Fるい
正
月
『
迎
え
た
い
と
存
 

じ
ま
す
が
大
「
初
め
て
の
試
み
 

は
一
力
月
を
経
 

〇
米
側
溝
し
ゆ
ん
せ
つ
工
事
・
一
 

に
対
処
し
て
『
緊
急
失
業
対
 

プ
の
計
数
を
急
 

〇
、
〇
〇
〇
米
で
、
昨
年
度
は
 

法
」
を
制
定
し
た
の
で
あ
り
ま
一
 

《
ま
る
と
逐
次
 

盲
申
上
げ
た
い
 

ょ
す
。
 

火
害
復
旧
に
も
 

り
業
は
容
易
で
 

旧
市
内
の
み
で
あ
る
・
が
、
本
年
 

昭
和
九
年
三
月
二
日
よ
り
昭
 

和
十
六
年
三
月
一
日
ま
で
に
 

生
れ
た
日
本
に
国
籍
を
有
す
 

る
男
子
で
、
か
つ
自
衛
隊
法
 

第
三
十
八
条
の
欠
格
条
項
に
 

該
当
し
な
い
者
 

三
、
試
験
科
目
 

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
 

つ
い
て
行
う
筆
記
試
験
（
国
 

語
数
学
、
社
会
〕
身
体
検
査
 

及
び
ロ
述
試
験
と
す
る
。
 

も
あ
り
す
“
の
で
特
段
の
ご
 

馴
柳
鯛
可
尋
識
ご
批
一
卿
詰
醸
濃
譲
”
ト
‘
 
か
 
で
つ
り
」
事
 
こ
 
フ
、
一
一
 
馴
裁
穀
呉
“
翻
却
 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
 

は
こ
の
『
緊
急
失
業
対
策
 

力
を
望
ス
 
ゃ
み
ま
せ
ん
。
 

に
よ
り
新
市
内
に
進
出
し
て
お
 

に
基
ず
い
て
失
業
者
の
多
 

生
す
る
地
城
を
重
点
に
国
 

り
、
そ
の
成
果
加
太
い
に
期
待
《
 

2く
ノ
、
く
く
ノ

2
＋
く
“

"
"
"
"
 

』
だ
」
」
け
”
醜
雄
陰
ホ
巨
：
！
 
レ
／

,
.
I

な
、
‘
、
く
“
、
く

5、
‘
、
ソ
？

,，
「
，
、
宝
、
‘
べ
唾
“

"
"

‘
く
5、s、
‘
、
‘
、
、
、
、
、
ー
、
、
、
、
、
、
 
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
仕
事
の
 

叫
防
済
洪
混
に
討
山

K第
寧
円
河
川
費
踊
博
業
 
者
を
吸
収
ル
海
別
咲
業
対
策
し
ま
す

o
 

な
茅

m馴
勲
勢
製
加
 

そ
行
m わ
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
「
五
、
砂
防
施
謝
費
億
事
蜘
 
事
巷
は
比
岐
的
労
働
力
の
高
 
事
業
の
開
始
は
昭
和
三
十
ニ
心
中
辺
割
釦
か
い
鄭

m『
も
 

し
昨
・i
~
r
 

篇
、
港
湾
施
肋
整
備
事
栄
 
い
作
業
に
何
鵬
の
失
業
者
を
吸
年
第
二
、
四
半
期
か
ら
で
昭
和
引
引
郵
ジ
畔

U裂
司
役
所
 

i
』
咲
喋
対
績
事
業
」
は
他
の
「
七
、
濃
鉢
泳
産
施
畿
 
収
し
て
噌
勢
の
培
養
と
事
業
三
十
ニ
年
度
の
就
労
延
人
員
は
の
方
に
ま
わ
“
就
か
出
知
司
出
 

浦
助
事
業
臣
異
な
り
失
業
者
の
奉
幻
鱗
）
畑
一
・
晦
 
粛
 
の
経
済
的
効
果
を
は
か
つ
て
い
三
、
六

o〇人
に
上
つ
て
お
り
細
に
如
つ
な
お
「
勲
引
加
ら
コ
 

吸
収
を
旧
的
と
す
る
た
て
主
い
一
込
 
噌
造
吻
奪
需
事
葉
 
ま
す
。
こ
れ
ら
「
失
業
対
策
事
決
算
額
は
二
百
五
十
万
円
と
な
迦
引
こ
ど
な
く
、
職
安
叫
窓
ロ
 

か
ら
全
国
一
貫
し
た
方
式
で
さ
一
九
、
資
材
採
取
製
造
事
業
 
業
』
に
就
労
す
る
者
は
職
業
安
つ
て
お
り
ま
す
．
作
業
は
側
溝
乞
訪

h
て
卿
る
戸
引
い
．

Uか
 蹴

労
旧
墜
輪
番
制
、
監
督
組
 
十
、
保
健
衛
生
整
備
事
業
 
定
所
で
認
定
し
た
『
失
業
対
策
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
新
設
、
道
路
よ
発
心
し
か
下
か

W
o

，
り
 

み
ん
な
で
 

明
万
 
い
 

k正
月
を
 

生
活
に
「
ま
れ
な
い
 

家
 
麗
 
に
 

ラ
ジ
オ
」
】
賂
る
運
動
 

か
、
私
は
 

m民
各
位
の
御
 

牙
全
霊
を
打
ち
 

生
う
す
る
覚
悟
 

り
、
私
の
微
夏
 

」
と
を
お
願
申
 

織
、
応
能
賃
金
が
一
元
化
さ
れ
等
が
あ
り
ま
す

o
 

事
業
』
適
格
者
に
限
定
さ
れ
て
砂
利
取
、
路
面
補
修
等
、
延
長
 

す
べ
て
職
業
安
定
所
の
監
督
を
 
と
れ
ら
の
事
業
を
施
行
す
る
お
り
ま
す
。
 
三
、
三
〇

O米
で
，
始
め
て
の
 

汐
幸
と
御
健
 

《
 

新
年
名
刺
交
換
会
開
催
に
つ
い
て
 

例
年
の
と
お
り
次
ぎ
に
ょ
う
新
年
名
刺
交
 

換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
市
民
多
数
 

の
ご
参
加
を
希
望
し
ま
す
。
 

記
 一
、
日
 
時
 
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
午
前
十
時
 

一
、
場
 
所
 
五
 
所
 
川
 
原
市
 
公
 
民
 
舘
 

一
、
会
 
費
 
三
百
円
 
申
込
と
同
時
に
納
入
の
事
 

一
、
申
込
メ
切
 
昭
和
三
十
「
「
年
十
ニ
月
ニ
十
三
日
ま
 

で
市
役
所
庶
務
課
係
ま
で
お
申
込
下
 

さ
い
。
 

尚
メ
切
以
後
は
印
刷
そ
の
他
の
関
係
か
ら
打
切
り
い
た
 

し
ま
す
か
ら
ご
了
承
願
い
ま
す
。
 
一
 

（
建
 
築
 
課
）
 

ッ
就
任
の
御
挨
 

？
。
 

、
’
く
く

5、
く
1く
く
く
く
く
く
“
く
く

I、
 実

ニ
一
要
項
 

．
●
●
・
 辻

有
「
日
午
前
十
時
か
追
市
＋
書

u声ま
世
マ
い
た
．
表
彰
は
 
津
川
登
志
子

M契
馬
 
弘
子
願
い
、
た
し
ま
す
・
そ
の
他
街
舘
へ
ど
ゲ
ぞ
…
・
・
』
と
観
光
函
 

‘
零
u』Pま

世
r．
い
た
。
表
彰
は
 

乳
児
幼
児
、
‘
虚
弱
児
と
三
段
階
 

に
分
け
て
行
な
わ
れ
た
が
被
表
 

か
維I
ー
 
殴
所
会
鵬
室
に
お
い
で
第
鳳
回
一
乳
知
如
増
誘
弥
知
と
「
「
即

m
 
閣
扇
隻
諭
ー
彫
子
響
烏
郵
か
、
レ
か
）
「
輝
か
』
」
伝
心
お
出
い
加
叫
七
」
 

ー
ー

ー
 

ト
・
・

1
陰
・
 
一
 
講
臓
誤
蜘

t青
森
放
送
局
 
健
康
な
赤
ち
や
ん
の
表
彰
式
を
 

繋
富
競
 
跡
鶴
讐
言
あ
れ
ば
襲
所
建
設
課
へ
の
で
、
咽
獲
言
嘱
止
映
演
劇
の
両
代
表
は
去
る
五
日
五
 

講
翼
瑚
雛
弘
蔵
砦
郵
壌
ー
ー

J』
ら
、
瞬
鷲
彫
農
境
纏
騒
鷲
熱
器
鷲
 

一
頭
‘
壁
 
一
者
‘

t
l
声
上
‘
 
行
い
ま
し
た
、
】
戸
五
所
川
原

社
会
各
‘

h
 

市
い
け
ル
共
、
済
五
所
川
原
 

彰
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
 

釦
誹
 
五
所
川
旦
継
協
鵬
会
巾
窟
爵
譲
葱
編

m
 

非
常
に
微
細
な
点
ま
で
神
経
を
 

葛
西
 
清
文
 
二
戸
 
哲
美
 

宮
外
苑
の
国
際
競
技
場
で
行
な
 

わ
れ
た
開
会
式
に
、
各
県
代
表
 

と
共
に
参
加
、
日
青
協
、
会
長
 

「
 

一
 二

、
？
に
互
月
 
ら
れ
山
内
市
長
か
ら
「
世
代
勃
 

二
、
実
施
期
 
ー
「

1且
」
Jけ
り
り
コ
、

4
f
'
 

函
舘
か
ら
 

旅
行
勧
誘
団
 

く
ば
つ
た
宣
伝
で
あ
つ
て
市
役
 

所
側
か
ら
農
商
工
課
辻
主
事
を
 

川
田
 
恭
子
 
小
林
 
正
樹
 

沖
囲
 
既
子
 
減
田
ー
済

中
川
 
光
子
 
成
田
 
清
孝
 

環
？
n掲
ち
一
 
昭
和
三
＋
 
牛
十
ニ
月
二
十
 

～
・
ノ
、
、
近
づ
い
一
 
湛
ほ
三

H
 
」
ト
」
ー
リ
ー
に
・
 

一
 
昭
承
三
＋
了
仲
十
ニ
月
ニ
十
 
／
 
一
電
 
・
ー
 
成
田
 
昭
之
 
花
田
佳
代
子
 

一
鈴
籍
鍋
器
り
受
 
沈
彰
 
一
響
、

I畿
（
、
 
」
翼
麹
ー
「
「
？
 

誹
子
青
パ
」
 
信
機
の
審
 
を
弘
け
る
・

i
 

ソ
 
立
彩
 
一
門
 
与
，
ノ
！
 
小
醇
加
り
司
瓦
 
加
削
“
函
舘
修
学
旅
行
勧
誘
団
が
先
月
旧
携
摘
瑠
瑠
け
瑠
絵
冷
林
卿
あ
と
総
劾
島
太
子
殿
下
の
曹
 

始
め
係
員
が
出
席
、
勧
誘
団
は
 

佐
々
木
栄
造
氏
の
開
会
宜
言
の
 

～
。
 

醤
 
小
「
一
と
当
 

ゃ
穆
 
品
七
 

1
7
 

コ
‘
 
‘
 
一
同
叫
趨
泣
 
瞬
妻
毎
着
影
髭
羅
影
二
譲
叱
携
議
濃

n譲
記
麟
か
青

m菖
皆
 

り
ご
月
粗
力
佳
で
 

J ー
”

.
 
！
ー
 
こ
‘
 
一
「

J，
一
 
ー
 
一
い
 
．
マ
ン
 
・
、
《
‘
 
・

y・
〈
叱
，

nい
？
一

u
 

【n詳
に
二
“

?
1
」
ー
ノ
『

Jけ
「
‘

H・
巨
ソ
に
・
・
．
へ
「
受
ヒ
】
ー
カ
多
改
出
常
し
右
晃
思
 
…
、
「
“

r、
一
・

1
1

●
＞
一
、

s
r
 

」
に
よ
ろ
こ
ぱ
三
、
実
施
方
 

？
。
 
①
 
県
社
協
ャ
胡

H
K

、
 

f‘
、
 一

舞
響
灘
糾
騒
お
竺
糾
俸

m 」
ジ
シ
」
舞
詠
欝
（
鷲
癖
鯛
鶴
翻
蔭
隣
后
四
時
閉
会
し
て
帰
函
鷺
難
灘
 

ち
表
凱
 

鄭
酎
れ
ぐ
加
 
恒

z 孝
 
噴
劇
、
共
に
優
秀
噴
を
獲
過
 

赤
母
雑
ュ
 

「
あ
り
ま
す
が
 
郡
市
町
村
に
案
内
書
 

前
岡
よ
り
子
 
宰
ー
子
 
一
一
一
●
ユ

1
ニ
し
し
こ
し
 
、
一
二
 
特
に
コ
ー
ラ
ス
は
昨
年
に
つ
づ
 

．
葛
西
 
ひ
ざ
》
 
茂
 
佳
ユ
モ
睦
勃
び
資
金
 
い
て
二
年
連
続
の
優
秀
賞
を
み
 

貯
薄
の
必
要
 
る
。
 

麟
稽
難
薙
票
ょ
」
肥
豊
 

や
げ
に
全
員
十
日
帰
五
し
た
。
 

（
写
真
表
彰
式
場
）
 

レ
た
剥
金
は
，
「
イ
、
放
謙
薪
聞
縛
ル
ょ
り
（
 
一
さ

1 可
 
十
 
一
毛
，
夢
意
プ
葛
、
 
償
還

1
1
お
く
れ
ぬ
よ
う
 

J
'
 

師
さ
れ
ま
し
て
一
 
趣
冒
を
底
さ
せ
る
。
 
月

b
』
 
一
二
 
一
醗
、
『
鵬
二
」
一
』

h 、
尋
」
一
 
‘
 
，

.
1
 

購
篇
世

J緯
加
驚
は
ラ
ジ
側
本
…
一
ず
毒
二

J街
難
湖
編
訊
議
「
麓
譲
墓
、
麓
縫
難

m

一
一
 

公
営
住
宅
肥
と
こ
つ
、

c
 入

居
資
格
者
、

rー
ー
メ
ー
ー
、
一
 

（
写
真
そ
の
一
行
）
 

師
さ
れ
ま
し
て
一
 
趣
冒
を
底
さ
せ
る
。
 

を
ご
用
立
致
し
ま
し
た
が
住
宅
一
し
て
は
重
要
な
貸
付
財
源
と
な
 

鷺
発
鋳
 
ォ
で
」
け
浮
 
、
 
套
』
‘
．
 
一
『
曹
ゲ
、

r ‘
 
ノ

1電
球
劃
の
こ
注
意
 

三
好
敬
老
会
 
昭
和

n
l
十
三
年
度
建
設
公
営
住
 

三
校
P
T
A

主
催
龍
靖
霧
毅
犠
繊
 

『
一
 

鉾膿

喋維

額

麟

麟薪

爵

醸 

響

竺緩器

IE 

轟

壁難鷲 

渡沢桝小工

工
長

長
今小

石

成原

戸佐相

秋村 

命

辺田谷山藤藤

尾
内 

 
野

岡田

田沼

藤

馬元井 

畿藤麟

艶離

醸輪

鷲撃

扉 
に
困
つ
て
お
ら
れ
る
方
寿
、
又
一
つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
円
 

公
庫
資
金
を
利
用
す
る
方
は
年
滑
な
回
収
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
 

Aふえ
る
一
方
で
す
の
で
、
す
て
い
る
わ
け
で
す
。
 

引
誤
籍
『
ハ
範
』
鑓
致
』
甑
麓
知
割
報
野
 
柳
違
 
難
誤
騒
終
累
難
 

ノ
 一

に
今
ま
で
は
街
路
灯
用
電
球
を
 

一
二
』
』
【
シ
「
ビ
 
当
る
 
晶
の
取
換
え
、
将
来
が
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
 

に
応
ず
る
こ
と
 
畦
り
 
消
で
ほ
唾
ゾ
・
「
に
」
ノ
”
一
」
，
「
‘
い
。
『
‘
」
、
 

難
難
難
麟
「
一
 

し
、
同
地
区
七
十
才
以
上
の
高
割
齢
し
郎
ね
園
考
の
結
果
入
居
 

？
鍍
難
務
議
難
麟
漕
護

mの
通
り
決
定
い
 

の
抑
拶
加
あ
つ
て
、
三
校
生
徒

t
l

『Hプ
 
ー
・
・
 

の
劇
が
二
時
間
に
亘
つ
て
披
露
 
女
，
 
【
 
電
 

さ
れ
、
老
人
た
ち
は
非
常
に
喜
 
木
村
 
竜
麿
 
長
内
 
正
明
 

ん
で
午
後
】
時
半
散
会
し
た
。
 
斎
藤
 
昂
 
横
山
 
友
昭
 

で
に
利
用
さ
れ
て
る
方
々
に
約
 
平
素
は
勿
論
で
す
が
毎
年
年
 

定
の
払
込
期
日
ど
お
り
、
ご
返
末
に
は
全
国
一
斉
に
特
別
の
期
 

済
願
わ
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
方
間
を
設
け
て
回
収
に
全
力
を
そ
 

讐
一
無
承
難
麟
麟
卿
 
難
難
舞
鷲
難
 

一
（
き
達
 
一
言
漢
守
一
電
球
、
又
は
そ
の
ロ
金
を
持
参
々
に
非
常
に
ご
迷
惑
ど
か
け
る
そ
い
で
居
ゆ
ま
す
．
 

酬
糾
組
合
一
が
叫
貿
灘
繰
臓
機
響
羅
難
 

議
夢
響
い
て
交
換
レ
て
下
さ
る
よ
う
お
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

記
 でJ

e

鶴
親
等
」
巨
減
鍬
翻
 
「
 

り
子
」
 

.
 

鰍
 

‘
・
マ
く
ー
く
ぐ
、
胤
、
く
“

H
1
1
n
,
>
,
.
5
1

、 j
 
・
 
ー
 
：
己
、
」
 

の
民
主
化
に
一
繰
入
金
等
も
あ
る
か
ら
、
伺
と
 

的
自
党
つ
ま
ー
か
な
る
筈
で
あ
る
が
依
然
と
し
 

融
」
鶏
轟
縄
藷
驚
難
幣
 

か
相
ま
つ
て
費
等
の
支
払
が
余
り
に
多
い
と
 

て
あ
げ
て
ゆ
く
ー
の
は
、
こ
れ
薮
済
す
る
た
め
 

よ
す

o
 

に
あ
ら
ゆ
る
一
万
を
は
ら
い
「
 

へ
閥
膿
髄
委
員
．
ま
た
略
に
入
」
思
想
の
普
及
高
一
 

」
し
‘
よ
旧

H買
「
』
田
瞬
に

Cと
必
》

1協
を
も
つ
て
一
 

一
す
か
ら
困
つ
い
ま
す
．
 
一
 

」
な
ら
、
速
慮
 
・
・
、
、
“

5
f
“
く
く
く

J
?
?
 

智
面
で
御
相
 
あ
な
た
か
一
町
相
談
が
あ
 

とn‘
 
、
“

"
"
'
4
"
"
"
'
 

c
こ
ろ
 
若
し
人
権
が
言
れ
て
い
る
と
 

i
~
F
L

認
め
ら
れ
た
ぎ
は
、
人
権
擁
 

員
の
自
宅
幽
委
員
は
法
肩

H連
紙
剖
「
 

を
 
り
単
独
で
或
芙
同
で
直
ち
に
 

調
査
し
ま
す
ー
そ
し
て
そ
の
さ
 

ま
た
げ
の
原

F取
り
除
き
、
 

も
め
ご
と
の
麗
な
解
決
を
は
 

是
非
と
も
斜
ヤ
わ
れ
な
け
れ
ば
な
 

ら
な
い
も
の
で
あ
り
な
が
ら
何
 

故
か
総
て
は
実
施
せ
ら
れ
て
い
 

な
い
と
い
う
不
徹
底
さ
が
あ
る
 

良
い
制
度
で
あ
る
と
意
識
し
な
 

が
ら
開
始
し
な
か
つ
た
り
、
折
 

角
開
始
し
て
挫
折
す
る
等
運
営
 

の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
こ
れ
 

は
そ
の
ほ
ど
ん
と
が
給
付
費
の
 

多
額
で
保
険
税
を
多
く
徴
収
し
 

な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
の
で
 

そ
の
困
難
か
ら
来
る
も
の
と
思
 

う
と
こ
ろ
で
国
保
は
非
常
に
重
 

要
な
事
業
で
あ
る
の
で
運
営
上
 

の
困
難
を
除
去
す
る
た
め
給
付
 

費
の
内
の
結
核
患
者
の
費
用
を
 

全
額
国
庫
補
助
と
す
る
ょ
う
政
 

府
に
要
望
す
る
と
共
に
運
営
上
 

か
ら
も
疾
病
を
少
な
く
し
て
給
 

付
費
を
抑
制
し
国
保
財
政
の
健
 

全
性
を
保
つ
保
健
施
設
の
拡
充
 

強
化
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
く
、
《
 

こ
の
こ
と
が
万
全
を
期
し
得
ら
 

れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
の
み
国
保
 

事
業
の
成
果
も
達
成
す
る
こ
と
 

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

市
民
の
皆
様
も
早
期
診
断
と
 

治
療
に
心
掛
け
る
と
と
も
に
予
 

防
に
も
注
意
し
て
国
保
事
業
の
 

た
め
ご
協
力
下
さ
ら
ん
こ
と
を
 

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
．
 

持
込
ん
で
行
く
か
と
い
う
と
保
 

険
施
設
の
拡
充
保
健
婦
を
置
き
 

各
地
区
に
健
康
相
談
室
を
設
置
 

保
健
婦
活
動
の
強
化
に
依
る
の
 

外
は
な
い
と
考
え
る
、
も
と
も
 

と
国
保
は
国
民
の
健
康
の
保
持
 

増
進
が
根
本
的
な
使
命
と
さ
れ
 

て
い
る
の
で
た

y単に
医
療
費
 

の
共
済
の
み
を
行
つ
て
事
足
る
 

も
の
で
は
な
い
が
現
状
で
は
給
 

付
費
の
支
払
が
主
眼
の
状
態
で
 

最
も
重
要
で
あ
る
保
健
施
設
面
 

国
保
が
国
民
全
般
 

一
 

る
画
期
的
な
医
療
虜
ン
 

し
て
我
が
国
に
生
れ
り
旺
 

早
二
十
年
に
な
り
事
、
一
 

私
は
こ
の
制
度
が

g配
 一

 
原
町
の
国
保
が
組
有
い

hよ
 ‘

り
公
営
に
な
つ
た
時
か
ら
担
当
 

職
員
で
過
し
て
来
た
わ
け
で
非
 
‘
『
、
加
 

常
に
感
慨
の
深
さ
を
覚
え
ま
た
了
は
な
ム
 

こ
の
制
度
が
今
日
の
よ
う
に
大
遂
に
国
厚
 

き
く
成
長
し
て
来
た
こ
と
は
全
皆
保
検
ぷ
 

く
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
げ
、
‘
・
で
に
建
・
 

二
十
年
前
と
い
え
ば
職
争
へ
‘
 
・
，
“
 

一
事
業
が
大
き
言
う
こ
と
で
あ
る
。
 

ジ
、
‘
ら
れ
、
国
保
は
 
従
つ
て
国
保
会
計
の
経
理
は
 

会
生
活
の
上
に
な
く
ー
ど
こ
で
も
火
の
車
で
あ
る
。
 
こ
 

な
い
も
の
に
な
つ
て
れ
は
運
営
上
の
大
き
な
な
や
み
 

ー
を
中
軸
と
す
る
国
島
と
な
つ
て
い
る
．
も
と
く
，
 

一
実
挙
る
と
い
う
ま
咽
恒
共
晴
周
度
孫
る
か
ゆ

m
 ）

て
 
た
の
で
あ
る
，
付
費
を
多
額
に
必
要
と
す
れ
ば
 

佐
藤
 
了
 
大
久
保
順
蔵
 

小
坂
宗
一
郎
 
対
馬
 
忠
男
 

山
谷
 
久
子
 
導
山
内
晃
一
 

松
本
 
政
保
 
鈴
木
 
武
雄
 

福
士
国
三
郎
 
工
藤
 
勝
史
 

横
沢
 
文
敏
 
野
上
 
四
郎
 

自
衛
官募

集 

1
月
1
4
日

締切 

い
よ
ノ
、
 

本
年
度
最
 

後
の
第
四
 

次
自
衛
官
 

募
集
を
開
 

始
致
し
ま
 

す
。
今
年
 

ヂ
フ
テ
リ
ア
の
 

予
防
接
種
 

ど
 
う
ぞ
 

お
出
で
下
さ
い
 

ヂ
フ
テ
リ
ア
予
防
接
種
を
実
施
 

致
し
ま
す
か
ら
昭
和
三
十
ニ
年
 

五
月
一
日
よ
り
昭
和
三
十
三
年
 

四
月
三
十
日
ま
で
の
出
生
者
及
 

び
右
以
上
の
年
令
で
本
接
種
を
 

受
け
な
か
つ
た
幼
児
は
必
ず
接
 

種
し
て
下
さ
い
。
 

期
日
 
第
一
回
十
一
月
十
九
日
 

二
十
日
。
第
ニ
回
十
二
月
「
一
 

四
日

o第三
回
十
ニ
月
十
七
 

十
八
日
、
時
間
は
い
づ
れ
も
 

午
后
一
時
ょ
り
午
后
四
時
ま
 

会工 津
藤 冨 

冨美 次

雄 
松
橋
 
久
弥
 

秋
田
 
善
七
 

の
突
入
時
期
で
世
情
は
そ
う
然
 

と
し
て
封
建
的
な
気
風
が
濃
厚
一
 

で
相
互
扶
助
に
よ
る
社
会
福
祉
 

等
の
念
は
未
だ
充
分
で
は
な
い
 

時
で
あ
り
、
環
境
的
に
も
恵
ま
 

れ
て
い
な
い
時
代
で
あ
つ
想
、
 

で
、
折
角
創
設
せ
ら
れ
た
国
 

た
わ
け
で
事
業
も
難
航
を
続
 

あ
る
。
 

そ
の
原
因
は
被
保
険
者
一
 

る
住
民
の
共
助
精
神
の
欠
 

保
険
者
で
あ
る
、
市
町
村
 

者
の
不
熱
心
或
は
医
師
（
 

力
等
で
あ
つ
て
、
国
保
？
 

の
世
情
か
ら
見
て
《
霜
俳
 

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
 

乍
ら
、
一
進
一
退
で
健
 

歩
を
見
せ
な
か
つ
た
の
 

そ
の
ご
幾
多
の
曲
折
航
 

国
 
保
 
事
 
業
 
に
 

石
川
 
文
雄
 
松
山
喜
代
大
 

三
次
ま
で
 
中
村
 
満
治
 
斎
藤
 
正
雄
 

の
本
市
の
 
川
島
又
五
郎
 
白
幡
石
之
助
 

募
集
成
績
 
三
上
 
正
三
 
成
田
 
正
義
 

は
市
民
の
 
能
代
 
力
光
 
西
村
 
弘
 

健
”

u設
が
な
ぜ
必
要
か
 

か
り
ま
す
。
 

r
ー
ー
 

安
 
心
し
 
て
 

中
村
 
好
男
 
田
沢
 
勇
孝
 

堀
内
 
学
郎
 
一
戸
 
毅
六
 

荒
議
 
清
司
 
大
川
 
守
夫
 

西
村
 
弘
司
 
加
藤
、
正
則
 

竹
内
 
由
蔵
 
三
浦
 
助
美
 

高
橋
日
出
夫
 
（
四
一
名
）
 

第
一
一
種
 

阿
部
・
．
定
男
 
溝
江
 
広
一
一
 

鳴
海
 
重
男
 
雇
地
 
力
 

対
馬
 
武
一
 
木
村
 
喬
 

佐
々
木
俊
昭
 
葛
西
 
孜
 

皆
様
の
ご
 

協
力
に
よ
 

り
目
標
の
八
割
を
占
め
あ
と
一
 

歩
で
目
標
達
成
致
し
ま
す
．
 

第
四
次
の
志
願
受
付
は
十
一
 

月
二
十
日
よ
り
ど
な
つ
て
お
り
 

ま
す
の
で
志
願
希
望
者
は
市
役
 

所
市
民
課
及
各
支
所
に
申
込
み
 

下
さ
い
。
 

愉
募
集
要
領
は
次
の
通
り
に
 

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

一
、
事
葵
、
ミ
 

お
い
七
下
さ
い
 

磐
鰻
「
？
競
課
銀
施
縄
徴
涛
譲
難
襲
れ
静
く
山
 

縄
麟
伽
い
て
国
伽
に
い
限
界
が
あ
る
の
で
何
等
か
給
付
費
を
累
増
す
る
と
小
う
原
 

森
籍
句

d
寸
割
四
り
方
測
加
講
ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
因
を
作
る
こ
と
に
な
る
か
山
規
 

携
器
如
誘
誌
『
」
＼
競
一
」
と
は
味
難
酢
熊
騒
喚
醸
 

局
（
人
権
擁
 

，
一
 

の
支
局
（
五
事
件
の
申
止
畜
談
は
書
面
で
 

、
八
戸
、
鰭
も
ロ
頭
で
も
「
い
の
で
す
，
卿
 

用
は
一
切
か
十
リ
ま
せ
ん

o
 談

内
容
は
秘
瓦
い
た
し
ま
土
 

委
員
は
 

・

方
で
す
 法
務
大
臣
か
 

国
民
の
基
本
 

本
市
の
人
権
一
畿
委
員
は
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臣
に
＞
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F～
、
ロ
【
」
」
よ

5つ
で
ま
 

療
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
が
保
事
業
の
使
命
に
な
喝
の
で

m
 

大
町
三
一
 
古
川
篤
「
爺
 

飯
詰
宇
福
一
 
今
 
嘉
四
郎
 

姥
落
宇
船
一
・
 
木
村
作
途
 

勲
や
か
る
が
こ
相
に
つ
い
て
な
い
か
こ
れ
ま
で
の
国
保
実
施
 

運
営
当
局
者
の
熟
意
あ
る
指
の
こ
と
を
振
り
返
つ
て
見
る
と
 

と
被
保
険
者
で
あ
る
住
民
の
国
保
は
住
民
厚
生
の
上
に
実
質
 

原
子
字
山
ニ
 
阿
部
芳
五
郎
 

場
所
 
市
立
五
所
川
原
病
院
 

覚
が
必
要
で
あ
る
、
そ
し
て
的
な
緊
要
性
か
ら
見
て
も
、
ま
 

小
八
】
ロ
 

g
B
 

ー
ニ
ヒ
 
甘

H一
 

な
い
よ
う
に
 

れ
て
い
る
も
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・
ト
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‘
十
、
 
？
‘
ー
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ー
 
‘

J！
こ
ん
ど
五
所
川
「
加
社
会
福
祉
 

た
に
と
理
協
鵬
会
（
会
長
着
桓
一
氏
）
 

に
俄
に
遣
同
勧
祉
事
秘
所
）
首
森
放
鷲
 

す
。
 
へ

N
E
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‘
い
詰
し
合
い
で
 

資
務
の
う
被
保
護
世
帯
、
」
喫
福
祉
施
設
 

畿
直
後
の
社
会
情
勢
の
激
変
一
主
け
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
り
地
方
公
共
団
体
（
市
役
所
）
に
 
『
失
業
対
策
事
業
」
は
失
業
者
事
業
と
し
て
は
非
常
に
事
業
熱
 

に
よ
り
昭
和
二
十
二
年
ナ
二
月
一
ま
す
。
 
対
し
て
一
国
で
は
労
力
費
、
事
務
に
対
し
て
就
労
の
機
会
を
与
え
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
就
労
 

総
司
令
部
か
ら
日
本
政
府
に
整
『
失
業
対
策
事
業
』
は
更
に
こ
費

e 三
分
の
二
資
材
費
の
二
分
る
こ
と
を
随
一
の
目
的
と
す
る
者
に
対
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申
 

誠
霧
麟
麟
 

②
 
延
滞
整
理
実
施
期
間
 

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
 

よ
ゆ
同
年
十
二
月
三
十
一
日
す
か
 

ら
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
 

ま
で
 

す
。
 

こ
の
ニ
ケ
月
間
は
延
滞
整
理
実
 

施
期
間
と
し
て
払
込
み
の
遅
れ
 

て
い
る
方
に
は
強
力
に
整
理
を
 

進
め
る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
 

住
宅
金
融
公
庫
 

仙
 
台
 
支
 
所
 

ノ
【
》
‘
一
七

1・
し
」

F皿
●
、
ョ
●
・
《
、
 
」
 

J・
 
！
・
】
【
、
…
 
？
：
一
・
・
…
 
・
‘

:
'
 

“
 
．
ー
・
ー
、
 

n ”
畦
痔
け
雄
唄
励
暁
房
さ
才
」
「
戸
」
・
什
湾
失
深
凋
策
．
喋
」
 
の
］
と
高
額
の
国
庫
補
助
金
が
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
失
上
げ
ま
す

o
 

建
て
直
レ
い
い
ン
ろ
に
各
薦
、
事
業
場
耀
さ
れ
る
に
お
ょ
『
で
念
転
直
一
勢
対
策
事
業
』
に
区
分
さ
れ
迫
に
あ
え
ぐ
地
方
公
共
剛
伽
に
如
や
の
鶴
定
措
母
申
か
引
か
ず
十
務
「

m」
鰍
隣
覇
叫
は
港
一

こe 赤
宇
そ
の
個
、
ー
ン
受
信
機
の
な
・
田
年
さ
ら
に
ド
ッ
ジ
計
画
が
婁
簿
別
失
業
対
策
事
業
』
『
臨
時
交
付
さ
れ
て
い
る
の
で
財
政
窮
業
者
で
安
定
し
た
職
鄭
に
か
。
一
目

F
か
・
ヒ
旨

f上t
r
十
中
て
・
 

‘
二
iノ
、
ー
・

H？
・
・

r
一
茎
て
 
‘
盲
券
】
瓶
さ
れ
る
こ
お
よ
ん
で
＆
訴
」
氏
に
」
酪
庁
一
甘
責

F昆
一
二
一
く
ー
ト
ミ
ー
し
ョ
二
り
・
マ
 
包
一

J
、
、
し
引
引
。
一
‘
”
『
」
「

r
1
1

」
・
」
ー

bづJリ
ー
『
」
 
オ
今
風
】
失
課
刻
錦
事
藻
」
 

一
混
1
1

環
抄
濡

hいm 鷺
暮
紀
躍
騒
賢
鐘
奪
落
が
、
こ
れ
ら
の
仕
事
溝
る
建
殻
護
援
漕
湾
「
郵
驚
蕎
窟
享
轟
篤
駿
離
熱
疑
 

の
完
了
を
等
い
ら
、
吏
羽
て
い
な
い
ラ
 
下
デ
フ
レ
経
済
へ
突
入
も
た
の
ー
ー
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
仕
事
お
け
る
童
設
事
業

D員胆
し
益

D
で
二
つ
軒
勲
し
冬
自
衣
芋
か
清
准
よ
諺
准
慎
ゾ
渉
一
‘
一
一
ー
三
 

、
中
小
企
か
わ
受
信
御
四
曹
贈
を
風
い
 
で
そ
の
防
叫
ゆ
陶
衡
財
ど
鷺

i
e
内
浴
は
 1全

国
青
年
大
会
に
 

ー
 
こ
と
し
も
本
市
が
優
秀
賞
ー
 

す
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
る
こ
と
は
喫
此
て
さ
け
た

Hわ
円
、
内
労
力
費
三
〇
〇
万
円
〕
 

訳
け
で
あ
り
ま
す
。
 
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 
作
業
の
内
容
は
、
前
年
度
通
り

一
般
失
業
対
策
事
業
は
主
と
 
次
に
当
市
の
『
失
業
対
策
事
で
道
路
改
良
補
修
工
事
で
あ
る

し
て
軽
い
作
業
に
従
事
可
能
の
業
』
の
概
況
を
の
べ
る
こ
と
に
が
、
側
溝
コ
ン
ク
リ

1
ト
ニ
、
 

と
に
あ
る
 
こ
れ
柳
ル

mし
曹
理
の
う
え
 
陀
注
り
諸
事
業
予
算
の
大
巾
な
」
 
一
、
ー
土
）
 
」
備
事
業
 

す
し
、
そ
ー
フ
山
オ
心
恵
引
亨
』
い
な
い
方
瑚
減
と
匠
り
、
そ
り
影
響
か
ら
 
二
、
道
路
整
備
事
業
 

方
の
期
待
』
々
こ
、
劃
卿

D
噴
で
贈
る
と
・
逐
次
失
業
者
が
増
加
し
、
更
に
 
三
、
水
道
整
備
事
業
 

た
し
て
お
ー
と
‘
失
む
い
割
天

o
 

 
笑
の
後
多
数
の
発
生
が
予
想
き
 

く
“

'
 

五
〇
〇
米
、
砂
利
敷
一
三
、
一
一
 

三
〇
米
路
面
補
修
二
〇
、

O〇
 O米

側
溝
し
ゆ
ん
せ
つ
工
事
「
一
 

〇
、
〇
〇
〇
米
で
、
昨
年
慶
は
 

旧
市
内
の
み
で
あ
る
・
が
、
本
年
 

！
 
ー
，
ー
 

l
 
m
t

》
勺
こ
 
（
」
」

hノ
土
ト
 
ノ
・
》

o
 

一
 

】
 
・
／
り
 
《
 
、

l
り
＞
一
《
れ
る
に
い
た
り
ま
し
た

o
 【

与
沫
詳
馴
議
漕
七
ォ
乞
鉛
駅
房
難
問
題
 

失
 
業
封
策
事
業
 

第
七
回
全
国
青
年
大
会
に
青
森
 
二
等
海
士
 
約
 
二
五
〇
名
四
、
採
用
時
期
 

離
駐
暴
嬬
暴
ス
五
一
」
薙
」
格
約
七
五
〇
名
毒
野
詳
雄
共
昭
和
 

環
と
し
て
実
施
一
．
、
み
ん
な
で
 

計
カ 

数月 

織
鶴
難
舞
舞
響
》
難
瞬
 

一
る
と
 

・

上
げ
 
一
復
旧
 

【
は
容
 

私
は
 

一
各
位
 

昭
和
九
年
三
月
二
日
よ
り
昭
五
、
受
付
期
間
 

響
”
雑
学
禦
郭
「
「
落
舞
離
塑
肝
 

欝
競
鰯
銀
」
が
翁
鷲
朗
訴
＋
 

三
、
試
験
科
目
 
日
行
な
い
ま
す
。
 

 

中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
に
以
上
二
土
自
衛
官
募
集
要
領
で
 

つ
い
て
行
う
筆
記
試
験
（
国
あ
り
ま
す
が
志
願
に
つ
い
て
不
 

語
数
学
、
社
会
〕
身
体
検
査
一
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
市
役
 

及
び
ロ
述
試
験
と
す
る
。
 
一
折
市
晃
課
乞
」
お
い
で
下
さ
戸

o
 

祭
鋳
霧
編
艦
一
」
熱
難
難
」
一
」
 
讐
 

肩
応
敏
‘
乏
，
艇
競
議
騒
藻
緩
寧
四
器
 

地
方
公
共
団
体
に
対
し
だ
事
線
片
四
、
湾
川
整
備
事
業
 

そ
の
内
容
に
つ
い
て
 
晦
接
響
麓
齢
編
雌
 

hノ
 
】
そ
グ
ー
が
葺
オ
カ
．
】
ノ
し
に
其
各
 

、5！
ー
 

s‘
・
“

"
"

‘
、
“

"
“
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
 
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
仕
事
の
 

者
を
吸
収
し
『
特
別
失
業
対
策
し
ま
す
。
 
な
い
方
は
早
急
に
職
業
安
定
所
 

事
業
』
は
比
較
的
労
働
力
の
高
 
事
業
の
開
始
は
昭
和
三
十
二
に
申
込
ん
で
審
査
を
受
け
、
そ
 

い
作
業
に
可
能
の
失
業
者
を
吸
年
第
二
、
四
半
期
か
ら
で
昭
和
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
市
役
所
 

収
し
て
労
働
力
の
培
養
と
事
業
三
十
ニ
年
度
の
就
労
延
人
員
は
の
方
に
ま
わ
り
就
労
出
来
る
仕
 

の
経
済
的
効
果
を
は
か
つ
て
い
三
、
六

o〇
人
に
上
つ
て
お
り
組
に
な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
 

ま
す

o こ
れ
ら
『
失
業
対
策
事
決
算
額
は
二
百
五
十
万
円
と
な
迷
う
こ
と
な
く
、
職
安
の
窓
口
 

業
』
に
就
労
す
る
者
は
職
業
安
つ
て
お
り
ま
す
。
作
業
は
側
溝
を
訪
ね
て
明
る
い
年
を
迎
え
る
 

造
折
で
認
定
し
た
『
失
業
対
策
コ
ン
ク
リ

1
ト
の
新
設
、
道
路
よ
う
に
し
て
下
さ
い

o
 難

講
者
に
限
定
さ
れ
て
議
評
購
噂
夢
積
 
（
建
築
課
）
 

媛
わ
せ
る
ょ
う
に
な
り
ま
一
「
綴
難
麟
鶏
 

【
」
失
業
刈
第
事
業
」
は
他
の
」
ヒ
、
撃
林
水
産
施
設
 

縫
議
騒
誘
麟
雄
戸
・
酵
舞
ぬ
熟
 

か
ら
全
国
一
貫
し
た
方
式
で
、
、
一
！
九
、
資
材
採
取
製
造
事
業
 

讐
験
轟
蛾
罷
？
一
一
郵
維
篭
整
備
事
業
 

す
べ
て
職
業
安
定
所
の
監
督
を
ー
ー
 
こ
れ
ら
ら
事
喪
を
畜
」
丁
か

5
 

明
一
 
い
 

お
ブ
月
を
 

霊 を 

一
す
る
 

私
の
 

ー
を
お
 

生
活
に
重
書
れ
な
い
 

家
 
一
 
に
 

ラ
ジ
オ
土
爾
る
運
動
 

・

と
御一
任
の
 

新
年
名
刺
交
換
会
開
催
に
つ
い
て
 

例
年
の
と
お
う
次
ぎ
に
よ
り
新
年
名
刺
交
 

換
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
か
ら
市
民
多
数
 

の
ご
参
加
を
希
望
し
ま
す
。
 

記
 一
、
日
 
時
 
昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
午
前
十
時
 

一
、
場
 
所
 
五
 
所
 
川
 
原
市
 
公
 
民
 
舘
 

一
、
会
 
費
 
三
百
円
 
申
込
と
同
時
に
納
入
の
事
 

一
、
申
込
メ
切
 
昭
和
三
十
三
年
十
ニ
月
二
十
三
日
ま
 

で
市
役
所
庶
務
課
係
ま
で
お
申
込
下
 

さ
い
。
 

尚
メ
切
以
後
は
印
刷
そ
の
他
の
関
係
か
ら
打
切
り
い
た
 

し
ま
す
か
ら
ご
了
承
願
い
ま
す
。
 

、
“
"
"
"
I

プ
く
く
く
“
‘
く
く
‘
 

実
施
「
？
項
 

.．
・
・
 け

に
田
ト
旧
午
前
十
時
か
ら
市
を
う
馬
ま
せ
「
‘
い
だ
．
表
彰
は
 

津
川
登
志
子
鵬
友
馬
 
弘
子
願
い
、
た
し
ま
す
。
そ
の
他
街
一
舘
へ
ど

5ぞ
：
…
』
と
観
光
函
 

一 rは

Iくt

一
 
役
所
会
議
室
に
お
い
て
第
四
回
乳
児
切
児
、
虚
動
知
と
豪

m
 高橋
 
光
徳
 
外
崎
 
展
子
灯
に
つ
い
て
お
き
、
し
た
い
こ
一
舘
の
宜
伝
に
お
出
に
な
つ
た
も
 

鹿
内
 
保
宏
 
小
田
桐
隆
博
「
戸
か

tま甘
受
斤
書
受
果
、
一
つ
で
、
郵
七
ス
ラ
イ
ド
つ
上
央
 

●

ー
 

霧
鵬
興
甘
森
放
鷲
 

五
所
川
原
責
鵬
協
臓
会
 

唯
康
な
赤
ち
や
ん
の
表
彰
式
を
に
分
け
て
行
な
わ
れ
た
が
被
割
 

一
「
羅
」
」
蕪
騒
駿
壊
所
建
設
課
へ
一
醜
麟
薫
報
鵬
如
議
銃
誇
競
 

「繊
驚

灘鱗
難
 

糖
翼
 
津
叫
鳶
歓
髪
叙
糾
街
函
し
た
。
 
山

m浪
流
沙
誠
糾
 

鄭
酎
れ
ぐ
属
 
恒
晃
孝
 
演
劇
、
共
に
優
秀
賞
を
獲
喝
い
 

壇
強
 
張
ろ
う
 

市
い
注
け
に
浄
五
所
川
原
雲
は
次
の
避
 
で
あ
る

o
 

市
保
健
所
長
が
来
賓
と
し
て
み
一
 

ら
れ
山
内
市
長
か
ら
「
世
代
を
 

二
、
実
施
期
一
 

い
き
よ
め
ら
．
一
 

 
A
ニ
一
ー
ー
 

く
丘
づ
い
 
昭
和
三
十
．
「
、
“
十
ニ
月
一
一
十

三
日
ま
で
 
・
用
ラ
ジ
ォ
受
 

》
丹
精
が
実
 
信
機
の
寄
：
」
受
け
る
。
 

』
よ
ろ
こ
ば
ョ

1、
実
施
方

一
①
 
県
社
協
一

H
K
、
郡
市

一
、
金
の
価
一
社
協
と
の
」
「
に
当
り
ま
た

り
ま
す
が
一
 
郡
市
町
村

hに
案
内
書
を
送

蓄
の
必
要
一
 
る
。
 

”
知
の
こ
と
》
③
 

N
B
K

、
 

繊
細
 
に
 

赤
ポ
 

前
田
よ
り
子
 
宰
 
子
 
一
一
一
●
・
‘
●
ユ
‘
し
し
ぐ

I
、
 
、
・
ン
 
特
に
コ
ー
ラ
ス
は
昨
年
に
つ
づ
 

葛
西
 
ひ
さ
・
 
茂
 
ま
「
？
上

t 』
一
 
汐
り
歩
一
 
入
ゴ
山
 
い
て
二
年
連
続
の
優
秀
賞
を
み
 

一
女
 

や
げ
に
全
員
十
日
帰
五
し
た
。
 

（
写
真
表
彰
式
場
）
 

償
還
は
お
く
れ
ぬ
 

騰
肇
鱗
決
定
ー
つ
い
て
 

～
お
金
は
、
一
 

cれ
ま
し
て
 

閃
に
お
預
け
 

い
致
し
ま
す
 

こ
も
、
各
種
 

ッ
で
窓
ロ
に
 

ょ
ろ
こ
ん
で
 

心
ず
る
こ
と
 

？
。
 

しIか
、
つ
 

イ
、
放
送
一
”
加
聞
等
に
よ
り
 
」
 

趣
旨
を
丁
〈
さ
せ
る
。
 
一
ロ
「
 
・
《
 

ロ
、
寄
贈
一
り
氏
名
は
ラ
ジ
 
老
．

4
'
 

十
で
放
 
？
る
。
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沼
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笥
ユ
，
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A
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（
写
真
そ
の
一
行
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先
に
皆
様
方
に
住
宅
建
設
資
金
一
皆
様
方
の
返
済
金
は
公
庫
と
 

 
鵬
 
一
 
・

r 月
る
？
‘
、
 
先
に
皆
様
方
に
住
宅
建
設
資
金
一
皆
様
方
の
返
済
金
は
公
庫
と
 
一
 
一
与
」
」
「
紡
（
」
老
，
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1
馴
難
の
「
」
注
意
」
騒
醸
般
鮎
確
鷲
「
＼
轟
確
鴫
鑓
」
 
三
好
敬
老
会
 
昭
和
」
干
三
年
度
建
設
公
営
住
 

‘
羅
報
騒
穀
罷
恥
慧
嚢
箕
“
巽
器
轟
鱒
加
認
接

mせ
ま
ら
れ
 
三
校

P
T
A

主
催
龍
俺
語
難
融
懸
「
 

街
を
明
る
く
 

十
で
放
 
？
る
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電
球
交
換
の
ご
注
意
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